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 本論文は、大量の死傷者を生みだす戦争や災害などに対し、社会がそうした出来事をど
のように受けとめ、いかにして人類の悲惨を後世に伝えていくのかを、広島の爆心空間の
再生に関する考察から明らかにすることを目的としている。具体的には、広島平和記念公
園の建設とその進展の検討を通じ、被爆に関しての死者を記憶する社会の成立を論じてい
る。 
 被爆に関する調査研究の多くは、被爆証言に注目し、被爆当事者の体験を後世に伝えて
いくことを課題として成果が蓄積されてきた。この背後には、証言活動にみられる記憶の
継承に向けた取り組みの拡がりがある。一方、被爆建造物などの痕跡の保存活動もこの取
り組みの一つだが、証言活動ほど研究の関心は向けられてこなかった。このように、記憶
の継承問題に関しては、人びとの相互行為の場を対象として知見が得られてきたものの、
検討の余地が残されてきた。本論文は、以上の問題を背景として全５章で構成され、第１
章では被爆に関する研究の検討と課題の提示、第２章から第４章では 1945 年の原爆投下後
から 1996 年の広島原爆ドームの世界文化遺産登録までを対象とした平和記念公園の建設
と進展に関する経緯の整理、第５章では原爆ドームの保存、遺産化の分析が行われる。 
 第 1 章では、被爆に関する研究から、これまでに対象とされてきた相互行為の場の再考
と課題設定により、記憶の継承問題に対して新たな知見を加える可能性が示される。被爆
証言に注目する研究は、被爆の記憶に関し、被爆当事者をその所有者とする一方で、非当
事者をその継承者として両者を区別してきた。これに対して、集合的記憶論をもとにこう
した認識枠組みが問い直され、諸個人とは、その体験の有無にかかわらず、人のほかにも
様々な事物との相互行為を通じて記憶を再構成する存在とされる。これを踏まえ、人びと
を取り巻くモノや空間に着目する必要性が指摘され、「空間の生産」との関連から、爆心
空間が平和都市広島の中心となる経緯の整理と分析が検討課題として提示される。 
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 第２章では、1945 年から 1954 年までを範囲とし、爆心空間において、平和公園の建設
に向けた取り組みが紆余曲折を経ながら推移する経緯が整理される。焦土となった爆心地
付近は、再建のあり方をめぐる議論の的となり、また、原爆ドームの存廃、原爆資料館の
建設、原爆慰霊碑の設置などをめぐり立場や見方の違いから対立が生まれた。しかし、こ
うした議論や対立は、被爆当事者や関係者への配慮に基づいた決定や慎重な議論の積み重
ねにより克服された。ここから、その建設が、供養の場や被爆の記憶を継承するための場
の実現に向けて進展したことが明らかにされる。 
 第３章では、1954 年から 1990 年までを範囲とし、建設された平和公園において、その
あり方をめぐる議論が一定の合意を経て整備が加えられる経緯が整理される。平和公園は、
第五福竜丸事件の発生に伴い、被爆の記憶を継承するための場という面に関心が向けられ、
原爆資料館における展示や平和公園のあり方をめぐる議論が生まれた。また、被爆体験の
風化の懸念から、被爆から教訓を引き出すための様々な取り組みと反発が生じた。だが、
こうした議論やコンフリクトは、合意形成や妥協などにより収束した。ここから、その整
備が、平和を記念するための厳粛な空間の実現に向けて進んだことが明らかにされる。 
 第４章では、1990 年から 1996 年までを範囲とし、整備の加えられた平和公園において、
そのあり方が見直しの対象となり、刷新に向けて進む経緯が整理される。平和公園は厳粛
な空間の実現に向けて整備の対象となってきたものの、韓国人原爆犠牲者慰霊碑の移設問
題が生じた。また、戦後 50 周年を前に、被爆の記憶を継承するための場という面に関心が
向けられ、原爆ドームの世界遺産化運動が開始した。こうした問題や運動は、世論や政治
の後押しにより解決や実現に向けて前進した。ここから、その刷新が、平和都市広島の中
心の実現に向けて進んだことが明らかにされる。 
 第５章では、原爆ドームの保存、遺産化の実現に焦点が当てられ、爆心空間が平和都市
広島の中心となる経緯が再検討される。原爆ドームは、原爆慰霊碑と原爆資料館とは異な
り、長期にわたり保存に関して多様な意見が向けられ、その一致がなかなか得られない状
況におかれていた。それは、平和公園における構成要素としては、その行く末が不確定な
存在として位置づけられてきたことを意味した。しかしながら、様々な価値付けが、時に
は対立を生み出しながらも平和公園の建設の進展とともに融合して原爆ドームの「永久保
存」のイデオロギーが拡がり、象徴的中心となったことが確認される。 
 以上から、本論文は、爆心空間に対し、死の経験が付着した場所から暴力の痕跡を消し
去るための空間づくりと、死の経験が付着したモノを残す形で人類の悲惨を後世に伝えて
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いくための努力が重ねられてきたこと、また、爆心空間が、その時々の社会状況において
意味づけられ、原爆ドームの遺産化の実現とあいまって平和都市広島の中心となったこと
をみている。これらから、広島の爆心空間の再生とは、被爆に関しての死者を記憶する社
会の成立を意味すると結論づけている。そして、この考察より、記憶の継承問題に対し、
諸個人は人のほかにも様々な事物との相互行為を通じて暴力が行使された出来事に向き合
うこと、また、その時々の状況では、被爆の苦悩に直面する人びと、悲惨に正面から向き
合うことが困難な人びとなどの忘却がもたらされるといった知見を加えている。 
 以上、記憶の継承問題について、モノや空間のあり方に着目した本論文は、たとえば、
災害を経験した各自治体や各集団が、復興、再建を通じてその出来事にどう向き合い、ど
のような形で被害を伝えていくのかを課題とする場合、再生とはどうあるべきかという問
題に示唆を与える。 
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